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７
月
26
日
、
県
立
障
が
い
者
施
設
「
津
久
井

や
ま
ゆ
り
園
」
で
19
人
が
死
亡
し
27
人
が
負
傷

す
る
殺
傷
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

加
藤
議
員
は
、
障
が
い
者
へ
の
差
別
意
識
を

募
ら
せ
た
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
（
増
悪
犯
罪
）
で

あ
り
、
絶
対
に
許
せ
な
い
。
社
会
全
体
が
毅
然

と
し
た
対
応
を
と
る
べ
き
と
主
張
。

　

知
事
は
、
こ
の
事
件
を
ど
う
と
ら
え
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
、
そ
の
決
意
を
表

明
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
徹
底
的
な
事
件
の
検
証
を
行
い
、

全
力
を
挙
げ
て
再
発
防
止
策
に
取
り
組
む
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　

加
藤
議
員
は
、
一
刻
も
早
い
浸
水
対
策
が
必

要
な
の
に
、県
は
30
年
間
で
１
２
３
０
億
円
（
年

平
均
41
億
円
）
の
境
川
河
川
改
修
総
事
業
費
に

　避難所に指定されている『かながわ農業アカデ
ミー』に、自家発電設備として太陽光発電設備と蓄
電池設備を導入する補正予算が提案されました。
　藤井かつひこ議員が今後の促進を求めたところ、
県は、「環境省の補助金も活用しながら、市町村と連
携して、避難所をはじめとする公共施設への再生可
能エネルギーの導入を促進したい」と答弁しました。
　さらに、避難所に指定されている施設への自家発
電設備の設置が進んでいない市町村の状況等を、県
として把握し支援することを求めました。

　

７
月
15
日
、
青
葉
署
の
警
察
官
か
ら
、
青
葉

区
内
の
県
立
高
校
３
校
に
「
18
歳
の
投
票
率
が

高
い
が
、何
か
特
別
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か
」

　

加
藤
議
員
は
、
容
疑
者
の
犯
行
予
告
と
も
と

れ
る
手
紙
の
内
容
が
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
に

き
ち
ん
と
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
の
対
策
を

実
施
し
た
が
十
分
機
能
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
指
摘
。
警
察
本
部
長
に
、
県
警
か
ら
の
情

報
伝
達
や
、
警
備
へ
の
指
導
助
言
に
反
省
す
べ
き

点
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。

　

警
察
本
部
長
は
、
捜
査
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ

教
訓
と
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
、
今
後
の
警
察

活
動
に
生
か
し
た
い
。
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

加
藤
議
員
は
、
障
が
い
者
差
別
を
許
さ
な
い

社
会
を
め
ざ
す
た
め
に
、
障
が
い
当
事
者
や
県

民
の
意
見
を
よ
く
聴
い
て
、
実
効
性
の
あ
る
「
障

が
い
者
差
別
禁
止
条
例
」
を
制
定
す
る
べ
き
と

要
求
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
、障
が
い
者
の
差
別
解
消
の
た
め
、相

県
立
高
校
へ
の
問
い
合
わ
せ

法
的
根
拠
は

教
育
委
員
会
は

毅
然
と
し
た
対
応
を

蔵
書
と
機
能
を
分
散
さ
せ
ず

川
崎
市
内
に
存
続
を

境
川
、
引
地
川
の
浸
水
対
策

事
業
費
を
増
額
し
、
早
急
に

未
然
に
防
げ
な
か
っ
た
の
か
　

県
警
の
対
応
を
検
証
す
べ
き

実
効
性
の
あ
る
障
が
い
者

差
別
禁
止
条
例
の
制
定
を

第3回定例会 （2016 年9月8日～）
ご意見・ご要望をお寄せください。

談
窓
口
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
が
、
ど
う
い
う

方
法
が
効
率
的
な
の
か
、
検
討
し
た
い
と
述
べ

る
に
と
ど
ま
り
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
明
言
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

知
事
は
ど
う
受
け
止
め
た
の
か

今
後
の
対
応
は

　

君
嶋
議
員
は
、
警
察
署
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

を
、
教
育
委
員
会
は
ど
う
受
け
止
め
、
ど
の
よ
う

　

県
は
、
全
国
で
も
類
を
み
な
い
蔵
書
を
擁
す

る
県
立
川
崎
図
書
館
を
企
業
支
援
に
特
化
し
、

川
崎
市
の
「
か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」
に

移
転
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
容
量
が
小

さ
く
蔵
書
の
分
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　

君
嶋
議
員
は
、
図
書
館
機
能
の
解
体
が
危
惧

さ
れ
る
と
指
摘
。
川
崎
市
議
会
の
、
市
内
に
存

続
を
求
め
る
意
見
書
を
紹
介
し
、
蔵
書
と
機
能

を
分
散
さ
せ
ず
、
川
崎
市
内
に
存
続
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
「
意
見
書
の
趣
旨
は
受
け
止
め
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
が
、
移
転
の
詳
細
に
つ
い

て
明
確
に
は
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
君
嶋
議
員
は
、
紅
葉
坂
の
県
立
図
書

館
の
再
整
備
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
用
い
な
い

こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

予算委員会で質問

再生エネルギー導入と防災対策

県議会
第3回定例会 日本共産党県議団

県議会報告
　9月8日から県議会第３回定例会が開催され、13日には加藤
なを子議員が代表質問、16日には君嶋ちか子議員が一般質問を
行いました。また、10月6日には予算委員会が開かれ、藤井かつ
ひこ議員が質問を行いました。その概要をお知らせします。

対
し
て
、
２
０
１
４
年
度
は
17
億
円
、
15
年
度

は
13
億
円
し
か
予
算
を
計
上
し
て
い
な
い
と
批

判
。
事
業
費
を
増
額
し
対
策
を
強
化
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

知
事
は
、
河
川
の
整
備
は
多
く
の
費
用
と
長

い
時
間
が
か
か
る
の
で
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
浸
水

想
定
区
域
図
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
む
と
答
弁

す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
で
の
殺
傷
事
件

加
藤
な
を
子
　
が
代
表
質
問

議員

君
嶋
ち
か
子
　
が
一
般
質
問

議員

河
川
の
災
害
対
策

県
立
図
書
館

藤井かつひこ議員

と
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

君
嶋
議
員
は
、
警
察
か
ら
選
挙
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、「
主
権
者
教
育
に
か
か
る

一
定
の
圧
力
か
」
と
、
学
校
で
は
不
安
や
戸
惑
い

が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
。
こ
の
行
為
の
根
拠
法
は

何
か
と
警
察
本
部
長
に
質
し
ま
し
た
。

  

警
察
本
部
長
は
、
根
拠
法
を
示
す
こ
と
が
で
き

ず
、「
青
葉
署
長
の
指
示
に
よ
り
任
意
で
問
い
合

わ
せ
た
」
と
弁
明
し
ま
し
た
。

　

君
嶋
議
員
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
行
為
を
行

わ
な
い
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

18
歳
選
挙
権
　主
権
者
教
育
に
警
察
が
圧
力
か
？

な
対
応
が
必
要
か
を
質
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
は
、「
地
域
に
お
け
る
連
携
の
一
環
で

あ
り
」、
対
応
は
「
考
え
て
い
な
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

教
育
長
に
は
、
教
育
委
員
会
の
行
政
や
政
治

か
ら
の
独
立
性
を
確
保
し
、
教
育
へ
の
介
入
を

許
さ
な
い
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。



各常任委員会
での取りくみ

●現在、県が所管する児童福祉施設
の約半分しか国の求める年一回の調

査が実施されていません。県内でも認可外保育
施設で、死亡事故が起きています。保育の質を
確保するためにも、しっかりと施設の実情を把握
する、検査体制の整備の確立を求めました。
●県はスポーツを推進する条例とそのための推
進計画の策定作業を現在行っています。しかし、
全国的にも神奈川も公共スポーツ施設が減少し
スポーツの場所が不足しています。誰もがスポー
ツしたいときにできる環境をしっかりと整備し、
県民のスポーツ権を保障することが、県の仕事
ではないでしょうか。

●地球温暖化対策について、県がパ
リ協定の達成にふさわしい基準に再生

可能エネルギーを支援し、脱炭素社会構築にむけ
て取り組みを強めることを求めました。
●ＴＰＰによる県内への影響を過小評価せず、ＴＰＰ
から撤退するよう国に求めることを要望しました。
●災害廃棄物処理計画素案について、災害により
発生したがれきからアスベスト建材を分別すること
は困難なため、早急に所有者の責任で調査、除
去をおこなうよう指導を強めることを求めました。
●県立フラワーセンター大船植物園は、関谷分室
の廃止、鑑賞温室の廃止、池の埋立、さらにコス
ト削減が目的の指定管理者制度の導入は止め、県
が直営で運営すべきと要望しました。

●近年の大雨により、県内でも河川の
氾濫が危惧されます。

　県は２０１０年に河川改修計画を策定し、３０年後
を目標に整備を進めています。しかし、計画当初、
約１００億円だった改修費が、2015年度には６６億
円と減少しています。国の交付金の減額が主な原
因です。国に対し交付金の増額を強く求め、県とし
ても計画当初の支出を減らさないよう求めました。
●国は、東日本大震災の自主避難者の住居支援を
２０１７年３月で打ち切ると発表。県は県内避難者
向けに、県営住宅７０戸の優先入居の募集をしまし
た。避難者からは、収入や住居の不安が多く出さ
れており、県の取り組みは大切ですが、家賃負担
が増えます。引き続き国に支援の継続を求めるよ
う県に迫りました。

●県立川崎図書館の企業支援でKSP
（かながわサイエンスパーク）への縮

小・移転の方針は、審議会などを設けずに決めら
れたものです。市内存続を望む川崎市議会の総意
に応えて、川崎市や県民とよく協議するべきと求
めました。
●県立図書館（横浜・紅葉坂）は民間企業による
PFI方式での整備運営が検討されています。司書
の削減、サービスや労働条件の低下が懸念される
ため、全国の都道府県立図書館では導入されてい
ません。県の直営を求めました。
●インクルーシブ教育は、障害のある子もない子
もともに学ぶものです。高校での取り組みは全国
でも先駆的です。しかし、特別支援学校は不足し
ており、その整備の代替との批判を招かぬよう、
十分な人と設備の配置をと迫りました。

●県が特区による規制緩和を国に提
案し、外国人による家事支援サービ

スが始まろうとしています。
　かなりの経済力がなければ利用できないのに
「女性の社会進出の拡大」のため？「家事支援の
ニーズがある」のなら、なぜ日本人労働者が確
保できないのか。日本で働く外国人が人権侵害
を受ける事例が後を絶たないのに、日本人並み
の労働条件で働くルールは守られるのか。監視・
指導をおこなう神奈川県第三者管理協議会が、
行政関係者のみで構成され会議も非公開である
ことを改め、実施状況を国民・県民に公開し、
広く議論をおこすべきと主張しました。
　そして、この施策については考え直すよう求
めました。

●県立保健福祉大学の法人化に反対
しました。法人化により全国で研究

費・人件費の削減が強いられています。県立大
学として、地域で発展することを願っています。
●七沢病院は廃止ではなく、地域医療構想に
おけるベッド数確保の責任を果たすことを求め
ました。
●津久井やまゆり園の再生は、利用者にとっての
施設の在り方、働く人にとっての在り方を問い直
すことが一番大切であると主張しました。

県民・スポーツ常任委員　木佐木ただまさ環境農政常任委員　加藤なを子

建設・企業常任委員会　井坂しんや

県

文教常任委員会　大山奈々子 産業労働常任委員　藤井かつひこ

厚生常任委員　君嶋ちか子

＊自民＝自由民主党神奈川県議会議員団
＊民進＝かながわ民進党神奈川県議会議員団

＊公明＝公明党神奈川県議会議員団
＊県進＝県進会神奈川県議会議員団

＊共産＝日本共産党神奈川県議会議員団
＊県政＝県政会神奈川県議会議員団

＊わ町＝わが町　
＊神ネ＝神奈川ネットワーク運動 ＊絆会＝神奈川絆の会

請願・意見書に対する賛否の状況（抜粋）

中学校給食を県内に広げるため県の補助制度創設について請願
中小企業・小規模企業活性化推進条例に基づき、中小業者への施策を拡充し、
地域経済の振興を求める請願
核兵器禁止条約の早期締結を求める意見書案（共産党提案）
返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書案

件　　　名 共産自民民進公明県進県政 絆会 結果
否決

否決

否決
可決

わ町 神ネ

○
○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○
○○

○ × × × × × × ×

× × × × × × ×
× × × × × × × ×

○

　いま富山市議会をはじめ、各地方議
会で政務活動費の不正使用が問題と
なっています。神奈川県議会でも同様
の問題（３年間で５００万円超の不正使
用）が生じていることをご存知でしょ
うか。
　昨年から鎌倉市選出のN県議（会派：
「絆の会」。この問題の発生当時は（自
民党県議団所属））は、ホームページの
作成費用について、支出のないものを
会計の担当者が架空の領収書を作った
と監査で指摘されました。また、県政レ
ポートの印刷代金や配布の費用につい
ても不正支出の疑いが指摘されてお
り、議員辞職を求める陳情が昨年から
何回か出されてきました。
　こうした中、県政レポートについて今
年８月３日「不当利得と考えられる」と
横浜地方裁判所が判決を下し、監査よ
りも踏み込んだ結論が出されました。
　判決を受け、今議会に「N 議員を県
議会として議員辞職させることを求める
陳情」が出されました。
　この陳情は１０月１４日（金）の議会運
営委員会で審議され、共産党の「主旨
了承」に対し、自民党、かながわ民進党、
公明党、県政会、県進会の「係争中（裁
判中）のため不了承」との意見が多数
となり、不了承となりました。
　いま県民から、政務活動費の不正は
許さないという声があがっています。共
産党は、政務活動費の不正使用を許さ
ないたたかいを強めていきます。

　

第
３
回
定
例
会
の
10
月
14
日
（
金
）、
知
的
障
害
者
施
設
の
県
立
「
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
」で
起
き
た
殺
傷
事
件
を
受
け
、「
と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
」策
定
の
た

め
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
井
坂
し
ん
や
議
員
は
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、大
山

奈
々
子
議
員
は
、他
の
議
案
や
請
願
、意
見
書
に
か
か
る
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
は
県
立
保
健
福
祉

大
学
の
公
立
大
学
法
人
移
行
準
備

費
が
あ
り
ま
す
。
独
法
化
は
、
評

価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
短
期
的
な
成
果
の
追
求

に
陥
り
が
ち
で
す
。

　

大
山
奈
々
子
議
員
は
、
大
学
に

は
、
長
期
的
な
見
通
し
の
下
に
自

由
な
研
究
が
で
き
る
環
境
が
必
要

で
あ
り
、
大
学
の
自
治
自
立
を
阻

害
し
、
研
究
基
盤
を
衰
退
さ
せ
る

独
立
行
政
法
人
化
に
は
問
題
が
あ

る
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

　

水
源
環
境
の
保
全
・再
生
施
策
は

重
要
な
課
題
で
す
が
、計
画
に
は
治

山
や
林
業
事
業
な
ど
が
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
う
し
た
事
業
は
一
般
財

源
で
対
応
し
、
水
源
環
境
税
を
延

長
し
、
県
民
に
負
担
増
を
求
め
る

べ
き
で
は
な
い
と
反
対
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
県
市
長
会
か
ら
初
め
て

中
学
校
給
食
の
補
助
制
度
の
創
設

の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

は
財
政
的
に
市
町
村
を
支
援
し
、

中
学
校
給
食
を
県
内
に
広
げ
る
た

め
、
県
の
補
助
制
度
創
設
を
主
張

し
、
請
願
は
採
択
す
る
べ
き
と
述

べ
ま
し
た
。

　

井
坂
し
ん
や
議
員
は
、
憲
章
の

策
定
過
程
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
１

週
間
の
策
定
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

意
見
募
集
も
短
期
、
参
考
人
招
致

も
た
っ
た
１
回
な
ど
、
障
が
い
当

事
者
の
参
加
が
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
り
、
同
じ

轍
を
踏
ん
で
は
な
ら
な
い
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
憲
章
の
策
定
を
機
に
、

当
事
者
の
参
画
の
下
、
障
が
い
者

差
別
禁
止
条
例
の
制
定
な
ど
、
障

害
者
福
祉
施
策
の
充
実
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
と

す
べ
き
と
強
調
し
ま
し
た
。

大
山
奈
々
子
議
員

反
対
討
論

井
坂
し
ん
や
議
員

賛
成
討
論

水
源
環
境
の
保
全
は

一
般
財
源
で

中
学
校
給
食
を
県
内
に

広
げ
る
た
め
に
補
助
制
度
を

富山市議会などと
同じ問題が
神奈川でも

政務
活動費

県
立
保
健
福
祉
大
学
の

独
法
化
は
や
め
る
べ
き 「

と
も
に
生
き
る
社
会
か
な
が
わ
憲
章
」策
定

障
が
い
者
殺
傷
事
件
を
受
け


